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２０２４年１２月期実績



2024年12月期 連結業績実績
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2023年12月期
通期実績

2024年12月期
通期実績

増減額 前年同期比

売 上 高 ３２８，８３８ ３４８，０７４ ＋１９,２３６ ＋５．８％

営 業 利 益 ２，５２８ ２，８１７ ＋２８８ ＋１１．４％

経 常 利 益 ２，８１３ ３，１４４ ＋３３１ ＋１１．８％

当期純利益 １，９５９ ２，２５０ ＋２９０ ＋１４．８％

（単位：百万円）売上高、各利益ともに過去最高を更新

※当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」を表示
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2024年12月期 売上高実績 （単位：百万円）

2023年12月期
通期実績

2024年12月期
通期実績

構成比 前年同期比

製 品 ４，６８５ ４，８５１ １．４％ ＋３．５％

加工食品 １５３，４１８ １６４，１０３ ４７．１％ ＋７．０％

酒 類 ７９，４３２ ８２，００２ ２３．６％ ＋３．２％

チルド冷凍 ６９，４３０ ７４，５１５ ２１．４％ ＋７．３％

非 食 品 ８，０２２ ８，０５７ ２．３％ ＋０．４％

そ の 他 １３，８４９ １４，５４４ ４．２％ ＋５．０％

合計 ３２８，８３８ ３４８，０７４ １００．０％ ＋５．８％

カテゴリー別売上高

2023年12月期
通期実績

2024年12月期
通期実績

構成比 前年同期比

スーパーマーケット １３２，６６１ １３７，８３８ ３９．６％ ＋３．９％

外食・中食・給食 ５４，８７６ ５９，１９８ １７．０％ ＋７．９％

コンビニエンスストア ４６，１２０ ４９，５５５ １４．２％ ＋７．４％

ドラッグスストア ４３，０２４ ４７，１４９ １３．６％ ＋９．６％

卸 売 業 ３６，１８６ ３６，６４７ １０．５％ ＋１．３％

そ の 他 １５，９６９ １７，６８６ ５．１％ ＋１０．８％

合計 ３２８，８３８ ３４８，０７４ １００．０％ ＋５．８％

チャネル別売上高



2024年12月期売上高の増減要因
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（単位：百万円）EC事業者向け等の売上拡大

2023年12月期 2024年12月期

主力得意先の売上拡大

・スーパーマーケット

・外食・中食・給食

・ドラッグストア

・コンビニエンスストア



2024年12月期経常利益の増減要因
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（単位：百万円）

2023年12月期 2024年12月期

各販売チャネルの売上高増

・人件費増
・その他システム関連費用等の増

物流費値上げ
（2024年問題含む）

・配送及び庫内効率化によるコスト抑制
・取扱高増による収入増



２０２５年１２月期計画



2025年12月期 連結業績予想
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2024年12月期
通期実績

2025年12月期
通期予想

増減額 前年同期比

売 上 高 ３４８，０７４ ３６０，０００ ＋１１,９２５ ＋３．４％

営 業 利 益 ２，８１７ ２，９１０ ＋９２ ＋３．３％

経 常 利 益 ３，１４４ ３，２３０ ＋８５ ＋２．７％

当期純利益 ２，２５０ ２，３２０ ＋６９ ＋３．１％

（単位：百万円）

※当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」を表示



2025年12月期 チャネル別売上高予想
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2024年12月期
通期実績

2025年12月期
通期予想

構成比 前年同期比

スーパーマーケット １３７，８３８ １３９，０００ ３８．６％ ＋０．８％

外食・中食・給食 ５９，１９８ ６３，８００ １７．７％ ＋７．８％

コンビニエンスストア ４９，５５５ ５１，５００ １４．３％ ＋３．９％

ドラッグストア ４７，１４９ ５０，０００ １４．０％ ＋６．０％

卸 売 業 ３６，６４７ ３６，５００ １０．１％ △０．４％

そ の 他 １７，６８６ １９，２００ ５．３％ ＋８．６％

合 計 ３４８，０７４ ３６０，０００ １００．０％ ＋３．４％

（単位：百万円）



2025年12月期売上高の増減要因

9

（単位：百万円）

2024年12月期 2025年12月期

EC事業者向けの売上拡大

主力得意先の売上拡大

・外食・中食・給食

・ドラッグストア

・コンビニエンスストア

・スーパーマーケット



2025年12月期経常利益の増減要因

10

（単位：百万円）（単位：百万円）

2024年12月期 2025年12月期

・人件費増
・その他システム関連費用等の増

物流費値上げ

主力得意先の売上拡大

・配送及び庫内効率化によるコスト抑制
・取扱高増による収入増



配当（2024年12月期配当・2025年12月期配当予想）
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2024年12月期
配当

中間配当金

期末配当金

年間配当金

１株当たり２５円

１株当たり３０円

１株当たり５５円

１株当たり３０円

１株当たり３０円

１株当たり６０円

2025年12月期
配当（予想）

配当性向 ２０．９％ ２１．２％

純資産配当率 １．４％ ―

株主に対する利益還元を経営の重要政策の一つとして位置づけており、

2024年12月期の年間配当金は、当初予想に比べ１株当たり５円増配

2025年12月期の年間配当金は、前期に比べ１株当たり５円増配を予定



トピックス



トピックス①CFGサステナビリティ委員会発足
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2023年10月 サステナビリティ準備委員会 活動開始

2024年 3月 CFGサステナビリティ委員会発足

重点活動項目１

地球環境

重点活動項目２

食糧生産

重点活動項目３

サプライチェーン

重点活動項目４

マーケティング

重点活動項目５

生活者

重点活動項目６

人財

・温室効果ガス排出量の削減

・プラスチック廃棄物の排出抑制

・環境・社会に配慮した食糧資源の
持続的な利用

・持続的に食糧資源を利用し、
健康的で生産者が元気になれる
新しい食への挑戦をおこなう

・流通にかかわるエネルギー使用
量の効率化・改善

・食品ロスおよび食品や食品以外
の廃棄物削減

・さまざまな情報をインテリジェンス化
しバリューチェーンで活用する

・生活者が楽しみながら食の理解を
深められる活動を実践する

・災害時や緊急時における食糧品
調達と供給体制の整備

・すべての生活者に食を中心と
した快適な買い物の場を届ける

・持続的な成長のための次世代
リーダー育成

・ダイバーシティを定着させ、コーポ
レートガバナンスの保たれた経営
体制を構築するとともに、多様な
価値観を持つ人材の育成を行う

社会課題の解決と持続可能な発展に向けた６つの重点活動項目（マテリアリティ）
に対し、事業会社にてそれぞれＫＰＩを設定



トピックス②省人化・自動化への取組み
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ＡＩ需要予測の精度向上・活用の推進

 （発注）属人化からの脱却、自動発注率の向上

 （庫内）物量予測からの庫内配員計画

 （生産）過剰生産・廃棄の抑制と製造効率の向上

生成ＡＩ活用プラットフォームの導入

 生成ＡＩとの対話によるアイデアの創出

 売場画像から販売アップに向けた改善点抽出

 マーケット部門における調査レポートの作成・要約

・人手不足への対応や更なる生産性向上
・サプライチェーン全体の効率化や顧客へのより良い価値の提供

ＡＩによる業務改善・効率化、品質向上 ロボットによる物流の省人化・自動化

今後庫内人員の人手不足が想定される

自動化・省人化の取組みが必要

酒バラピッキングロボットの導入

天気、季節、過去実績 酒バラ６缶仕分けロボ



トピックス③地方自治体・学生との取組み
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松阪市の健康づくり支援（国分中部）

三重県松阪市、マックスバリュ東海株式会社、国分グループ本社と
連携し、健康管理アプリ「SOULA pie」を活用した市民の健康づくり
を支援する取組みを開始

全国高校生ガストロノミー甲子園2024協賛

2024年8月、全国の料理人を目指す高校生たちが料理の腕を競
う大会が三重県多気町で初開催
当社は企業版ふるさと納税を活用して協賛
当社グループ会社からは食材を提供し、大会の運営にも協力

四年制私立大学CoIUの設立支援（国分中部）

2026年4月に岐阜県飛騨市に開校予定の四年制私立大学「Ｃｏ－
Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ（仮称）」の設立を、国分グループ本社株
式会社とともに支援



トピックス④製造事業部門の取組み
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新たなカテゴリー商品の製造・販売による売上拡大（トーカン）

外観

外国人技能実習生寮の開設（トーカン）

新たな売上拡大を目的に、製造事業部門にて
カットフルーツの製造・販売を開始(24年8月～)

約７００店舗のコンビニエンスストアにて販売
（２０２４年１２月末日現在）

２０２４年６月に外国人技能実習生寮
「Ｔ-フォレスト入場（名古屋市港区）」を開設

外国人技能実習生の快適で健康的な生活住居を確保

建設コスト等の高騰による賃料上昇を抑制



トピックス➄ドラッグストアの物流受託エリア拡大
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２０２４年５月 大手ドラッグストア向けに
新たな物流拠点「春日井低温センター」稼働（トーカン）

２０２５年には更に１拠点稼働、３拠点にて中部地区約４６０店舗に対応

春日井ICから

約５００ｍ

センター 稼働開始 管轄エリア

岡崎 ２０２０年１月
愛知県三河地区、

静岡県全域

春日井 ２０２４年５月

愛知県（名古屋市、三河

西部）、岐阜県（東濃、

飛騨地域）

一宮 ２０２５年１月

愛知県尾張西部、岐阜

県（西濃、岐阜、中濃地

域）、三重県全域

春日井低温センター 外観



補足資料
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設備投資（2024年12月期実績・2025年12月期計画）
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※設備投資額は有形固定資産のほか、無形固定資産への投資も含めて記載しております。

2024年12月期 実績 2025年12月期 計画

設備投資額 ５９３ ７７８

（単位：百万円）

[２０２４年１２月期 実績]
・物流センターの設備維持・更新及び省人化投資 ２７９百万円

・外国人技能実習生寮の開設 １８６百万円

[２０２５年１２月期 計画]
・物流センターのマテハン更新及び庫内機器取得 ３４０百万円

・Ｗindows11対応パソコン・ソフトウェア切替、システム開発・改修 ２０４百万円

・製造工場の製造機能・品質向上及び設備維持・更新 １２２百万円

主な設備投資
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長期戦略（2021年12月期～2025年12月期）の取組み状況

スーパーマーケット、
ドラッグストア

 国分フードクリエイト㈱中部エリアの低温事業譲り受けによる三温度帯
フルライン機能の強化

 重点エリア（愛知三河・静岡・三重）における新規開拓及び売上拡大
 得意先企業の特性・ニーズに応じた取組み、スーパー惣菜の売上拡大
 ドラッグストアにおける物流受託拡大

外食・中食・給食
 三給㈱のグループ化による給食卸売事業への参入
 給食事業における物流受託
 中食・惣菜向けの売上拡大

コンビニエンス
ストア

 売場検証に基づく日商向上に向けた取組み（デジタルコンテンツ活用）
 新たなカテゴリーの製造・販売
 一部カテゴリーの売上拡大
 鉄道系売店との取引開始

その他
（ＥＣ）

 ＥＣ事業者向けへの酒類等の取引拡大

オリジナル商品
 地方自治体、地元事業者・学校、地元酒類組合との取組み
 グループの販路を活用したオリジナル商品の拡販

物流
 物流「2024年問題」、物流関連２法改正への対応
 同業卸企業との共同配送
 カイゼン活動のグループ展開



証券コード ： ７６７５

２０２５年２月１４日

２０２４年１２月期 決算説明資料
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